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グループスローガン

グループの姿勢

グループビジョン

真摯に、しなやかに、力強く、向きあいます。

・お客さま一人ひとりと向きあいます。

・仲間たちと向きあいます。

・株主の皆さまと向きあいます。

・パートナーの皆さまと向きあいます。

・地域、社会、地球と向きあいます。

将来にわたり、かけがえのない信頼関係を築いていきます。

向きあって、その先へ。

ご要望とご期待に感動レベルのおもてなしでお応えします。 

学びあい、磨き合い、新たな価値を創造します。 

公正透明な経営を基盤に、誠意と成果でお応えします。 

顧客満足を合言葉に、最良の関係を築きます。 

ありたい未来の実現に向けて貢献します。

「常に上質であたらしいライフスタイルを創造し、

お客さまの生活の中のさまざまなシーンでお役に立つことを通じて、

お客さま一人ひとりにとっての生涯にわたるマイデパートメントストアとなり、

高収益で成長し続ける世界随一の小売サービス業グループ」となる。

三越伊勢丹グループ企業理念

三越伊勢丹ホールディングスアニュアルレポート2012は、三越伊勢丹グループ
の業績および事業戦略に関する情報の提供を目的としたものであり、三越伊勢
丹ホールディングスの株式購入や売却を勧誘するものではありません。本レポー
トには、将来の業績に関する意見や予測などの情報を掲載することがありますが、
これらの情報は、現時点の当社の経営者の判断に基づいて作成しており、リスク
や不確実性が含まれています。よって、実際の業績は様々な要素により、これらの
業績予測と異なりうることをご承知おきください。

将来予測表記に対する特記事項

アニュアルレポート2012についてのお問い合わせ先
（株）三越伊勢丹ホールディングス 
管理本部総務部 コーポレートコミュニケーション担当
TEL:03(5843)6041  FAX:03(5843)6040
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お客さま一人ひとりのマイデパートメントストアとなり、
高収益で成長し続ける世界随一の
小売サービス業グループの実現に向けて

代表取締役会長執行役員 代表取締役社長執行役員

大西 洋石塚 邦雄

ステークホルダーの皆さまへ

代表取締役会長執行役員

石塚　邦雄
代表取締役社長執行役員

大西　洋

当期は、昨年3月11日に発生した東日本大震災からの復興という
難局のもとでのスタートとなりました。百貨店業界におきましても、
一部でもち直しの兆しが見られたものの、業態を超えた競争が
激化するなか、売上は依然として厳しい状況が続いています。
このような状況の下、三越伊勢丹グループは、常に上質で新しい

ライフスタイルを創造し、お客さまの生活のなかのさまざまなシーンで
お役に立つことを通じて、お客さま一人ひとりにとっての生涯にわたる
「マイデパートメントストア」となり、高収益で成長し続ける「世界随一
の小売サービス業グループ」の実現に向け、売上高の伸張が厳し
いなかでも確実に利益を確保する仕組みづくりを推進しております。
当グループは、2008年の経営統合以降、グループ力を最大限に
発揮するための営業基盤の整備および構造改革に取り組んでき

ましたが、昨年4月の株式会社三越と株式会社伊勢丹の合併で、
一連の基盤整備はおおむね完了いたしました。今後は、統合効果
をより具体化していくことで、持続的かつ永続的な企業価値の向
上を実現してまいります。
日本経済を取り巻く環境は依然厳しく、業態を超えた競争はさら
に厳しくなるものと思われますが、ご提供する商品・サービスをより高
い次元に引き上げることでお客さま満足の最大化を図るとともに、
収益力を高め次の投資の原資を確保し、さらにそのレベル向上を
図ってまいります。この循環こそが、お客さまや株主さまをはじめとする
ステークホルダーの皆さまのご期待にお応えする最大の還元策である
と考えています。末永いご支援をどうぞよろしくお願い申し上げます。
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トップメッセージ

「百貨店のあるべき姿」に向けて

営業利益・経常利益・当期純利益ともに統合後、最高益を計上しました

「お客さまにご満足いただく」ということに今以上に注力し、
2014年度で連結営業利益330億円の達成、
次のステップで連結営業利益500億円をめざします

構造改革と戦略の方向性

2012年3月期の概況

三越伊勢丹グループは、「世界随一の小売サービス業グループ」の実現をめざし、売上高の伸張が厳しい

なかでも確実に利益を確保できる仕組みづくりを積極的に進めています。

当期の百貨店業においては、昨年に起きた東日本大震災による消費マインドの低迷や、東京電力管内

での計画停電実施による営業面の影響が見られましたが、節電・防災関連商品や人々の絆を見つめ直

すニーズの高まりなど、お客さまのご要望の変化に対応した商品の品揃えや、仕入構造改革による適時

適品の実現、高付加価値商品・サービスのご提供などにより、売上は徐々に回復傾向を見せました。

クレジット・金融・友の会業においては、グループ店舗全体で共通のサービスを提供できる体制を整備し、

カード会員数を順調に増やしました。海外百貨店では、成長著しい中国・東南アジア地域において市場の

開拓と深耕に取り組み、グループ全体に貢献する収益基盤の構築を進めました。

これらにより、当期の売上高は1兆2,399億円（前期比1.6％増）、営業利益は238億円（同116.8％増）

となり、統合後、初の増収、最高の営業利益となりました。

東日本大震災の影響や市場競争の激化のなか、こうした数字を達成できたのは、コスト削減努力を続け

たなかでも、お客さまに対するおもてなしや、お客さまの満足度を決して落とさなかったことが多くのご支持を

いただいたものと思っています。今後も、常に上質で新しいライフスタイルを創造し、お客さまの生活の中の

さまざまなシーンでお役に立つことを通じて、お客さま一人ひとりにとっての生涯にわたる「マイデパートメント

ストア」となることをめざしていきたいと考えています。

近年の小売業・百貨店を取り巻く状況は、小売販売額が年間130兆円規模とほぼ横ばいで推移して

いるなか、住関連品・家電・ドラッグストアなどの専門業態や、コンビニエンスストア、EC（電子商取引）など

の利便性を武器にする業態が売上を伸ばしています。

一方で、百貨店や量販店などの総合業態は年々市場規模が縮小しており、全国店舗数もこの5年間

で270～280店舗前後にまで減少するなどの厳しい状況が続いています。

今後、消費市場全体の拡大が期待できないなか、競争の激化や多様化する消費スタイルの変化に対

応していくためには、短期的な対処ではなく、日常消費分野や生活行動圏への展開も含め、中長期を見

据えた構造改革とチャレンジ戦略が必要です。

こうした背景から2008年に経営統合した当グループは、グループ力を最大限に発揮するための営業基

盤の整備および構造改革に取り組んできました。3年間で各種統合・再編を当初計画より前倒ししながら

推進し、事業会社統合、システム・業務フロー統合、カード統合など一連の基盤整備をほぼ完了。現在は、

成果獲得のステップへと移っており、「百貨店の復活」と「グループ事業の育成・強化・拡大」をテーマに、
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2012～2014年度の3ヶ年計画では、当グループのもつ資源を有

機的に連携・相互活用し、他社に真似できない顧客価値を創出する

ことで競争優位性を作り出し、収益の拡大と安定を図ってまいります。

そのための施策として、中核である百貨店・専門館事業に加え、

スーパーマーケット事業、海外事業、通販・WEB・宅配などのダイレクト

事業、カード事業を5つの重点事業と位置付け、「顧客接点の拡大と

充実」「生産性の高い顧客接点の再構築」「グループリソースを活用

するための基盤強化」の3つを基幹戦略として推進することで、2014

年度に連結営業利益330億円を上回りたいと考えています。

代表取締役社長執行役員

大西　洋

三越伊勢丹グループ3ヶ年計画

1.お客さまとの関わり合いを、
広く多くもてる機会をつくります

〈基本方針について〉

三越伊勢丹グループビジョンの実現

小売業界のリーディングカンパニーとなる 連結営業利益５００億円の早期達成

百貨店の復活
～基幹３店舗の再開発～

（銀座店⇒新宿本店⇒日本橋本店）

グループ事業の
育成・強化・拡大

「顧客接点の拡大と充実」は、市場やお客さまのニーズにあった顧

客接点を展開し、よりお客さまのお役に立てる機会の拡大をめざすも

のです。基幹3店舗の継続的な強化を図りながら、従来百貨店で

培った強みやグループがもつ様々なリソースを活用し、小型店舗の積

極展開やスーパーマーケット事業の強化、海外におけるドミナント戦略

の加速などを行っていきます。

早期の連結営業利益500億円の達成をめざしています。

「百貨店の復活」については、当グループの最大の強みである基幹3店舗（伊勢丹新宿本店・三越日

本橋本店・三越銀座店）の再開発により、他社が追随できないレベルの高い付加価値を生み出す店舗と

して、競争優位性を確固たるものにしていきます。

百貨店はその存在自体が社会や地域と深くつながっています。百貨店が元気になることで地域が元気

になり、さらには日本全体が元気になる、その一助になればと願っています。

トップメッセージ

3つの基幹戦略
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トップメッセージ

● 伊勢丹新宿本店 再開発

百貨店としてのあるべき姿

売上高
目標

営業利益
目標

投資額

ライフスタイルの創造

1年目→105％
2年目→103％
3年目→103％

3年で50億円の増益 90億円
（投資回収 3年間）

新しい価値提供の継続

お客さまにとってのマイストア化

●第1期オープン2012年秋
●第2期オープン2013年春

「世界最高の
ファッションミュージアム」

の実現

基幹3店舗は、高い顧客価値を提供する百貨店業界のシンボルとなる店舗と位置付けており、これらを

磨き上げ、「百貨店としてあるべき姿」を実現してまいります。

百貨店としてあるべき姿とは、「お客さま一人ひとりの生活と深い関わり合いをもち、私たちならではの

新しいライフスタイルを創造し、ご提案すること」「世の中の変化・お客さまのご要望の変化に対応しながら、

常に新しい価値を提供し続けること」「お客さまの生活の中のさまざまな場面でお役に立ち、お客さまにとって

なくてはならない存在＝マイストアとなること」と考えています。

今秋から順次ショップがオープンする伊勢丹新宿本店の再開発では、この百貨店としてのあるべき姿の

実現に向け、「世界最高のファッションミュージアム」の構築をめざします。そのコンセプトは、従来の“百貨店”

の枠を超え、伝統とモダンが共存し、独自の編集企画で常にゲストを飽きさせない情報を発信し続けるという、

まさに「ミュージアム」と重なるものです。ファッションをアートととらえ、美術館・博物館での“作品を目で見て

感じる”ことに加え、触れる、聞く、味わうなどの五感に訴える環境空間をマーチャンダイジングや仕掛け、

サービス、環境などと連動させて構築していきます。

2つ目の基幹戦略である「生産性の高い顧客接点の再構築」は、お客さまの要望やニーズに確実にお

応えできる仕組みをつくり、百貨店のあるべき姿を取り戻す取り組みです。

そのひとつが百貨店業界の課題である取引先依存からの脱却です。買取商品の拡大や取引先との

協業などで取引関係を改善することにより、お客さまへの適時適品のご提供を行い、利益率の向上と経費

の削減を図ります。

国内グループ百貨店では、各店の品揃えや業務オペレーションを標準化した自主運営売場の「ユニット

ショップ」や、お客さまに新しいライフスタイルをご提案する編集ショップなどが売上・利益ともに成果を上げ

2.お客さまとの関係性について、その精度を上げ、お客さまの真のご要望を、
企業として理解し、お客さまにより一層ご満足いただきます

3つの基幹戦略
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「三越伊勢丹ホールディングスの株をもっていて良かった」と
思っていただけるような魅力的な店舗づくりに取り組みます

配当政策

トップメッセージ

ています。今後これらを拡大させることによ

り、お客さま満足の向上と収益のアップを

図っていきます。

また、クリアランスセールの時期も見直し、

この夏の開始を後ろ倒しにしました。日本

の四季に合わせた商品展開をするにあた

り、お客さまがご要望の時期に必要な商品

を必要な量・適正な価格でご提供すること

が「百貨店のあるべき姿」であり、お客さま

のご満足につながると考えております。

3つ目の基幹戦略「グループリソースを活用するための基盤強化」では、グループのもつ資源をグループ

全体へ拡大・活用することで相乗効果を出し、収益性の向上をめざします。

その核となるのがカード事業です。統合後のエムアイカードは会員数・取扱額ともに毎年増加し、2011年

度には前年比108％の258万口座、取扱額は同123％約8,000億円となっています。特に、百貨店以外で

の外部利用は前年比146％と大きな伸びを示し、収益に大きく貢献しています。また、グループ各事業間の

顧客の共有化・相互送客、共同販促などグループCRM（顧客管理）の推進・強化も図っています。

今後は、会員数および取扱額を拡大していくとともに、顧客情報をグループで一元管理・分析できるシス

テムを整備し、グループCRMの推進や、その情報を活用した商品・サービスの開発、店舗展開、さらに新規

事業の開発と拡大へつなげていくことで、お客さまのご要望にグループとしてお応えしてまいります。

株主の皆さまへの利益還元については、企業価値の長期的な向上を図りつつ、経営環境、業績、財

務の健全性などを総合的に勘案しながら、安定的な配当水準を維持することを基本姿勢としています。

前期末の配当は震災の影響などにより、減配させていただきましたが、当期末の配当には従来どおり1株

当たり10円の配当をさせていただきました。

株主の皆さまのご期待にお応えするためには、業績の向上により企業価値を上げていくことと、安定した配当

を行うことが第一義でありますが、その前提として、株主の皆さまが「三越伊勢丹ホールディングスの株をもって

いて良かった」と思っていただけるような魅力的な店舗づくりを実現することが重要だと考えています。また、

昨年の震災に際して、被災地支援に尽力したことを多くの株主さまに高く評価していただきましたが、こうした

社会の要請にお応えすることも、皆さまのご期待にお応えする重要な要素だと考えています。

今後も、コンプライアンスやCSRなどへの取り組みについてご理解いただけるよう、積極的な情報発信

に努めてまいります。株主の皆さまをはじめとするステークホルダーの皆さまには、一層のご支援とご指導を

お願い申し上げます。

3.グループリソースを活用するための基盤を強化します

3つの基幹戦略
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グループ戦略
の基本方針

グループのもつ豊かな資源を
有機的に連携・相互活用することで、
グループ全体および各事業のポテンシャルを
早期かつ最大限に引き出す

「百貨店・専門店事業」
「スーパーマーケット事業」
「海外事業」
「ダイレクト（通販･WEB･宅配）事業」
「カード事業」

2014年度に
営業利益330億円以上をめざす

5つの重点事業

基幹戦略1 ： 顧客接点の拡大と充実
基幹戦略2 ： 生産性の高い顧客接点の再構築
基幹戦略3 ： グループリソースを活用するための基盤強化

よりお客さまのお役に立てる機会を増やすために、グループ最大の強みである基幹３店舗（伊勢丹新宿本店、

三越日本橋本店、三越銀座店）の継続的な強化を図りながら、グループにある様々なリソースを活用することで、

お客さまの消費スタイルに合った顧客接点を展開し、お客さまと接する機会の拡大をめざしていきます。

● 三越伊勢丹グループ3ヶ年計画（2012～2014年度）

【 基幹戦略1】  顧客接点の拡大と充実

各顧客接点において、お客さまのご要望・ご期待を上回る「商品・品揃えや販売サービスの充実」を図り、顧客満

足度を高めていきます。そして、各事業・業態特性に応じた商品差益の拡大と販管費削減への取り組みによる収

益力強化を両立させるため、新しい仕組みの構築（ビジネスモデル改革）による生産性向上をめざしていきます。

【 基幹戦略2】  生産性の高い顧客接点の再構築

三越と伊勢丹の統合後、百貨店事業を中心に構築してきた基盤など、グループのもつ資源をグループ全体へ

拡大・活用することで、グループのノウハウ・資源をさらに蓄積し、営業面・業務運営面・コスト面で一層の効果創出

をめざしていきます。

【 基幹戦略3】  グループリソースを活用するための基盤強化

本年度からスタートしたグループ中期経営計画「三越伊勢丹グループ３ヶ年計画（2012～2014年
度）」は、百貨店・専門館事業、スーパーマーケット事業、ダイレクト（通販・宅配・WEB）事業、海外事業、
カード事業を5つの重点事業と位置付け、「顧客接点の拡大と充実」「生産性の高い顧客接点の再構築」
「グループリソースを活用するための基盤強化」の3つを基幹戦略として推進することで、2014年度に
は連結営業利益330億円の超過達成をめざしています。

三越伊勢丹グループ3ヶ年計画
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投資・利益計画については、2012～2014年度の3年間
に900億円の投資を計画し、2014年度の連結営業利益
330億円をめざしています。
2011年度の業績は、3ヶ年計画策定時点の見込みを大

きく上回りました。2012年度については、投資は当初計画
通りの370億円（キャッシュフローベース）、利益計画は2011

年度の結果を受け、当初計画を上回る250億円を見込ん
でいます。
2013年度以降については、2011年度および2012年度

同様、計画値を上回る利益水準を目標とし、次のステップで
500億円をめざしていきたいと考えています。

当グループでは、この中期経営計画に基づき、グループ
資源の有機的連携・相互活用ならびに経営資源の再配分
を進めています。今後も、先行き不透明な厳しい経営環境
下において、各戦略を強力かつ確実に推進し、成果創出

へつなげ、「お客さまのお役に立ち、お客さま一人ひとりに
とってなくてはならない」百貨店グループとなり、中長期的な
グループ価値向上をめざしていきます。

● 利益・投資計画

投資計画 2012～2014年度　投資金額 900億円

※キャッシュフローベース

2010年度 2011年度 2012年度
計画

2014年度
当初計画

110

238

当初
計画

当初計画
190

250

330
＋α

国内百貨店営業施策
（仕入構造改革・再開発等）

その他事業拡大

次のステップ
500億円へ

海外事業拡大
カード事業収益拡大

＋90億円

＋10億円
＋10億円
＋30億円

消費税増税
（2014年4月）

2012年度投資計画は370億円と、3ヶ年計画通り実施

利益計画 2014年度　連結営業利益 330億円
※2011年度実績も踏まえ、2012年度については3ヶ年計画を上回る
利益を計画。
　2013年度以降も、3ヶ年計画を上回る利益水準を狙い、現3ヶ年の次
ステップには500億円をめざす。
　一方、マイナス要因となる消費税増税の影響等も考慮した投資・利益
計画の見直しを、本年秋に実施します。

三越伊勢丹グループ3ヶ年計画
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（単位：%）

（単位：円）

（単位：%）

売上高

売上総利益

販売費及び一般管理費

営業利益

経常利益

当期純利益

総資産

純資産

有利子負債

設備投資

減価償却費

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

売上高総利益率

売上高販管費率

売上高営業利益率

総資産営業利益率（ROA)

自己資本当期純利益率（ROE)

自己資本比率

有利子負債依存度

1株当たり当期純利益

1株当たり配当金

配当性向

1,426,684

397,446

377,863

19,582

35,052

4,683

1,351,633

489,740

232,842

30,120

24,253

18,162

△ 27,429

7,116

27.86

26.5

1.4

1.4

1.0

35.2

17.2

12.08

14.00

115.9

2009年3月期

1,291,617

360,685

356,508

4,177

19,730

△ 63,521

1,238,006

425,120

197,283

28,256

22,411

△ 3,604

47,443

△ 41,688

27.93

27.6

0.3

0.3

△ 14.3

33.4

15.9

△ 162.51

10.00

–

1,220,772

342,005

331,012

10,993

27,093

2,640

1,237,775

418,152

213,925

33,365

22,933

33,211

△ 24,419

11,241

28.02

27.1

0.9

0.9

0.6

32.8

17.3

6.69

7.00

104.6

1,239,921

347,788

323,954

23,834

38,452

58,891

1,227,947

468,479

173,264

19,243

22,406

57,843

△ 15,939

△ 44,940

28.05

26.1

1.9

1.9

13.6

37.2

14.1

149.28

10.00

6.7

2011年3月期

（単位：百万円）

2012年3月期

株式会社三越伊勢丹ホールディングス
及び連結子会社・関連会社

2010年3月期

2012年3月期 決算概要

事 業 概 況
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2012年3月期の日本経済は、前期３月11日に発生した東日本大震災、電力不足、各種税制改正、欧州の
財政不安等、不透明な状態が続きました。また、小売業界においては、消費環境の一部に改善の兆しが見られ
ましたが、業種・業態を超えた競争はさらに激化しており、売上高は総じて厳しい状況が続いています。
こうしたなかで、当社グループはグループビジョンに掲げる「世界随一の小売サービス業グループ」の実現に
向け、百貨店事業会社と関連グループ各社が有する強みと経営資源を最大限に活かし、売上高の伸張が厳
しいなかでも確実に利益を確保する仕組みづくりに取り組みました。その結果、当期の連結決算につきましては、
売上高は1兆2,399億円余（前期比101.6%）、営業利益は238億円余（同216.8%）、経常利益は384億円余
（同141.9%）となりました。また、当期純利益は588億円余となり前期と比べ562億円余の増加となりました。

次期の景況については、震災より１年が経過し当初大きく落ち込んだ個人消費も回復傾向にあります。しかし、
消費を取り巻く環境は依然として不透明で、楽観を許さない状況です。
このような状況の下、当社グループは「グループ３ヶ年計画」を推進し、次期業績見通しを連結売上高1兆
2,400億円（前期比0.0％増）、連結営業利益250億円（同4.9％増）、連結経常利益380億円（同1.2％減）、
連結当期純利益290億円（同50.8％減）と見込んでいます。
なお、当期純利益は、前期において法人税等調整額をマイナス378億円余計上したことで大幅な増益で

あったことから、当期は前年実績を下回る見込みです。

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0

2.5

2.0

1.5

1.0

0.5

0

● 営業利益／売上高営業利益率

（百万円） （%）

19,582

1.4

0.3

0.9

1.9

4,177

10,993

23,834

2009 2010 2011 2012

150,000

120,000

90,000

60,000

30,000

0

30

25

20

15

10

0

● 売上原価・売上総利益（売上高）
　／売上高総利益率

● 事業別売上高構成比

（百万円） （%）

397,446

1,029,238

27.86 27.93 28.02 28.05

930,931

360,685

878,772

342,005

892,133

347,788

2009 2010 2011 2012

1,500,000

1,250,000

1,000,000

750,000

0

2.0

1.5

1.0

0.5

0

● 総資産／総資産営業利益率（ROA）

（百万円） （%）

1,351,633

0.3

1.4

0.9

1.9

1,238,006 1,237,775 1,227,947

2009 2010 2011 2012

15

12

9

6

3

0

● 1株当たり配当金

（円）

14

10

7

10

2009 2010 2011 2012

■■その他
■不動産業
■小売・専門店業

1.2%

1.0%

5.9%

■百貨店業
90.9%

■クレジット・金融・友の会業　1.0%

事 業 概 況

次期の見通し

当期の概況
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百貨店業

グループ3ヶ年計画

（株）三越伊勢丹

百貨店業においては、業種・業態を超えた競争の激化のなか、当グループのもつ強みと経営資源を最大限に活用し、お客さ
まのご要望の変化に対応した商品の品揃えや、仕入構造改革の推進による適時適品の実現、高付加価値な商品・サービスの
ご提供などの様々な施策に取り組みました。
これらにより、百貨店業の売上高は1兆1,281億円余（前期比99.1％）、営業利益は180億円余（同129.1％）となりました。

株式会社三越伊勢丹につきましては、商品の企画・調達に関わる改革を推進し、お客さま満足の向上に
努めました。そのひとつが婦人服・婦人雑貨・紳士服分野での取り組みです。素材メーカーや縫製工場などの
協力を得て、独自性の高い商品を開発し、その販売までを一貫して手掛ける業務フローを確立して、お客さまの
求める価値の創造を図りました。また、日本のモノづくりを紹介するプロジェクト「JAPAN SENSES」で、世界に
誇れる日本の美意識・技・伝統を見つめ直し、現在のライフスタイルに進化した新たな価値を多数ご紹介。さらには、
伊勢丹の限定商品であった「オンリー・アイ」を三越伊勢丹グループの企画商品「オンリー・エムアイ」へと発展
させることで、グループ店舗のお客さまに独自性の高い商品やサービスを幅広くご提案しました。
2010年9月にリニューアルオープンし、売場面積が約1.5倍になった三越銀座店は、銀座にこだわった商品や

サービスを「銀座スタイル」という新しいスタイルでご提案することで売上が堅調に推移しています。昨年10月と本
年3月には、株式会社松屋の銀座本店との共同イベント「ギンザ・ファッションウィーク」を開催。魅力あふれる旬な
スタイルを発信するなど、銀座地域全体の集客力を高める新企画にも積極的に取り組みました。
これらにより、当期の株式会社三越伊勢丹の売上高は6,378億円余（前期比98.6%）、営業利益は165億円
余（同149.8%）となっております。なお、株式会社三越伊勢丹の前期の数値には、三越の通信販売事業部の
実績を含んでおります。

■ 基幹3店舗の磨き上げ
当グループの最大の強みである基幹3店舗（伊勢丹新宿本
店・三越日本橋本店・三越銀座店）の再開発により、他社が追随
できないレベルの高い付加価値を生み出し、競争優位性を確
固たるものにしていきます。2010年9月に実施した三越銀
座店の増床リモデルに続き、2012年6月から伊勢丹新宿本
店の再開発を始めています。また、2013年～2014年には、
三越日本橋本店の再開発を計画しています。

◇世界最高のファッションミュージアムをめざして
今秋から順次ショップがオープンする伊勢丹新宿本店の再
開発では、百貨店としてあるべき姿の実現に向け、「世界最高
のファッションミュージアム」の構築をめざします。ファッション
をアートととらえ、美術館・博物館での“作品を目で見て感じる”
ことに加え、触れる、聞く、味わうなどの五感に訴える環境空間
を、マーチャンダイジング（MD）や仕掛け、サービス、環境など
と連動させて構築します。

世界最高のファッションミュージアム〈伊勢丹新宿本店〉

融合

サービス

● 5つの提供価値の進化と融合

一人ひとりの
お客さまのための
サービス

(パーソナル化)

環 境
ＭＤ･仕掛けと連動
した認識性･回遊性･
デザイン性の高い
感動空間

仕掛け
アート性･独自性を
もつ最旬･最新の
情報発信

展開分類
ファッション ×
ライフスタイル

M D
最旬･最上･
最先鋭伝統と
モダンの融合

事 業 概 況

伊勢丹新宿本店の再開発 
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● 店舗別売上高構成比

◇パークを中心とした回遊性の高いフロア構成
伊勢丹新宿本店の再開発では各フロアには、回遊の起点となる

「パーク」をはじめ、「チューブ」「スペシャルブース」「アートフレー
ム」などの環境空間を設置し、“ミュージアム”を表現する多彩な空間
演出を行います。
回遊の中心となる「パーク」は、フロアの魅力を最大限に引き出す

役割を担うとともに、伊勢丹でしかできない企画や情報発信を行う、
「驚き」を超えた「感動」を提供する特別なエリアとなります。 フロア特性を象徴する情報発信を行う「パーク」

伊勢丹新宿本店 三越銀座店

三越日本橋本店

次のゾーンへ誘うアプローチの役割をもつ「チューブ」 環境デザインとマーチャンダイジングを連動させた
「スペシャルブース」

最新の情報・カルチャーを発信する「アートフレーム」

事 業 概 況

■■三越その他
■三越千葉店
■伊勢丹府中店
■伊勢丹相模原店
■伊勢丹浦和店
■伊勢丹松戸店
■伊勢丹立川店
■三越銀座店

1.8%

2.9%

3.2%

4.2%

6.8%

3.5%

5.9%

9.0%

11,304百万円

18,388百万円

20,731百万円

26,476百万円

43,398百万円

22,053百万円

37,695百万円

57,546百万円

■伊勢丹新宿本店
■三越日本橋本店

36.8%

25.9%

235,010百万円

165,220百万円
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百貨店業

グループ3ヶ年計画

■ 仕入構造改革
買取商品の拡大、取引先との協業による独自性の高い商品開発など、
取引先とメリットを共有しながら適時適品による販売機会のロスの削
減やお客さまの満足と感動につながる価格価値の高い商品の提供に
よって、売上・収益を上げられる仕組みづくりに取り組んでいます。

■ 要員生産性の向上
ショップやお客さまの特性に合わせた販売関連業務やオペレーショ
ンを見直し、必要な適正要員の配置とスキル・人材の育成、マネジメン
ト力の向上を図っています。

■ 地域百貨店の改革
支店・国内地域百貨店では、売れ筋商品の確保や販売機会のロスの
解消を図るためグループのスケールメリットを活かし、自主運営を中心
とした「ユニットショップ」や、ブランドを横串でセントラルコントロール
する「ブランドセントラルコントロール」などに取り組んでいます。

地域百貨店

国内地域百貨店においては、当グループの自主運営売場である「ユニットショップ」の導入などの効果的な
施策の推進により、売上は堅調に推移しています。
当グループでは、前期より、地方店舗の百貨店事業を分社化し、地域に密着した最適な営業施策が推進

できる体制の構築を進めています。当期4月には、株式会社札幌丸井今井と株式会社札幌三越が合併し、
株式会社札幌丸井三越となりました。
東日本大震災で被災した株式会社仙台三越は、震災直後より食品を中心に一部で営業を継続し、当期

4月には全館で営業を再開しています。また、仙台三越は、復興支援の一翼を担うとともに、変化する地域の
ニーズに対応した商品提案に努めたことで増収増益となりました。
このような状況のなかで、当期の国内地域百貨店は、売上高4,134億円余（前期比99.0％）、営業利益6億
円余（同301.5％）となりました。

事 業 概 況

仙台三越

伊勢丹浦和店ユニットショップ「ウォーク＆ラン」

三越日本橋本店「オンリーMI」

札幌三越 札幌丸井今井
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グループ3ヶ年計画

● ドミナント展開 マレーシア クアラルンプールの例

クアラルンプール伊勢丹4号店
ONE UTAMA（ワンウータマ）店

クアラルンプール伊勢丹
KLCC店 基幹店

KLCC店を中心としたドミナント展開

2012年
5月11日
グランド
オープン

2011年9月
リニューアル

海外百貨店

海外では、成長著しい中国・東南アジア地域において市場の開拓と深耕に取り組み、グループ全体に貢献
する収益基盤の構築をめざしています。
同地域においては、当期11月に開業1周年となったシンガポールのセラングーン店が計画を上回る売上で推
移しました。これらにより、海外百貨店全体の売上高は651億円余（前期比103.3％）となりましたが、営業利益
は店舗再開発による販売費及び一般管理費の増加があり、同81.8％の16億円余となりました。

■ ドミナント展開の加速（シンガポール：5店舗体制/マレーシア：4店舗体制）
海外事業は、基幹店を中心としたエリア内でのドミナント戦略を加速させ、さらなる事業の拡大を図っています。
すでに出店している複数のエリアでは、基幹店のもつ知名度や顧客基盤、店舗ノウハウ・人材・資金などを最大限に活用し、短期間で
の投資回収が期待できる中小規模店を複数出店させ、マーケットシェアと収益を拡大しています。

■ 新規出店計画

事 業 概 況

上海伊勢丹 天津伊勢丹

シンガポール伊勢丹（スコッツ店） バンコク伊勢丹

・天津伊勢丹2号店（2012年秋オープン予定）
・成都伊勢丹2号店（2014年オープン予定）
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グループ3ヶ年計画

■ カード事業の拡充
グループ顧客を基盤に、グループ全体への決済機能・カード
利用メリットの拡大、契約加盟店の拡大、ソリューション事業の
拡大、アメリカン・エキスプレス・カードの発行などにより、新規
会員の獲得、カード事業の成長をめざします。

■ グループCRMの推進・強化
グループ各事業の顧客の共有化・相互送客や共同販促など
のグループCRM（顧客管理）を推進し、ウォレットシェア※の拡
大を図るとともに、得られる情報などを活用し、お客さまニーズ
に合った商品・サービスの開発や店舗展開へとつなげていき
ます。
※ある一顧客が購入した特定の商品群の購入金額に対する自社商品の割合を表す指標

● エムアイカード口座数／エムアイカード取扱額の推移

■ エムアイカード口座数

（万口座）

（年度） （年度）2009
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239
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258

■ エムアイカード取扱額（百貨店内、百貨店外）
■百貨店での取扱額　■百貨店外での取扱額

（億円）

2009
0

2,000

4,000

6,000

3,227

700

5,125

1,357

5,958

1,987

2010 2011

百貨店顧客

顧客情報の
一元管理・分析

・カード事業の拡充
・グループCRMの
 推進・強化

エムアイカード顧客
友の会顧客
WEB会員

スーパー
マーケット顧客
クイーンズ
ポイントカード

顧客

通販顧客

クレジット・金融・友の会業については、お客さまの利便性の向上と収益力の高い経営基盤の構築に向けて、グループ運営体
制を整備しました。
株式会社エムアイカードは、前期末までに三越伊勢丹グループ店舗全体で共通のサービスを提供できる体制を整えました。
前期はグループカード発行にかかる一時費用の発生により赤字となりましたが、当期はカード会員の拡大による百貨店・外部
利用手数料収入の増加と、前期よりエムアイカードへの切り替えを開始した三越や岩田屋のカード年会費が発生（初年度は無
料）することなどにより、増収・黒字転換となっております。また、お客さまの利便性向上と会員拡大に向け、当期11月９日より
VISAに次ぐ国際ブランドカードとして、アメリカン・エキスプレス付カードの発行を開始しております。
グループ全体の友の会運営事業についても、同社の子会社である株式会社エムアイ友の会に一元化するとともに、友の会
のお買物カードのご利用範囲を通販分野に広げるなど、お客さまの利便性向上に努めています。
これらにより、クレジット・金融・友の会業の売上高は285億円余（前期比124.2％）、営業利益は26億円余（前期は52億円
の営業損失）となりました。

● グループCRMの確立

クレジット・金融・友の会業

事 業 概 況
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グループ3ヶ年計画

■ 小型店舗の展開
当グループならではの強みがあるカテゴリーを切り出し、駅ビルやショッピング

センターなど、お客さまの生活行動圏へ小型店舗を展開していきます。

■ WEBチャネルの拡充
来春をメドに百貨店EC（電子商取引）のシステムを統合・共通化することで将来
的には、WEB事業の売上を200億円規模に拡大させていきます。さらに、ソー
シャルネットワークを活用した新しいビジネスモデルの展開も視野に入れ、新規
顧客獲得と収益拡大を図っていきます。

■ 日常消費分野の強化
食品などの日常消費分野については、お客さまの消費支出の大きなウェイトを
占めており、グループにおける事業バランスの観点からも、スーパーマーケットや
宅配の展開を強化していきます。

小売・専門店業においては、当期4月にスーパーマーケット業の株式会社クイーンズ伊勢丹と食品製造・卸売業の株式会社
二幸が合併し、株式会社三越伊勢丹フードサービスとなりました。同社では、食品の販売・製造・卸売業務で双方のノウハウを活
かすことにより、効率化と商品力向上に取り組んでいます。また当期6月には、株式会社三越伊勢丹フードサービスとしては初
の新規出店となる「クイーンズ伊勢丹ふじみ野店」が埼玉県ふじみ野市の「ショッピングセンター ソヨカふじみ野」の核テナント
として開店いたしました。
また、株式会社三越伊勢丹通信販売では、当期10月から会員制食品宅配サービス「三越伊勢丹エムアイデリ」を開始する
など、当グループ独自の品揃えや運営基盤を活かすことで質の高いサービスをご提供しています。
これらにより、小売・専門店業の売上高は876億円余（前期比168.0％）、営業利益は3億円余（同510.3％）となりました。

不動産業
不動産業については、株式会社三越伊勢丹ビルマネジメントが、LED照明の導入などでグループ全体の消費エネルギーの
削減を図るとともに、各店舗において防災体制の構築に取り組みました。
なお、不動産業は、前期に株式会社三越環境デザインが三越銀座店の増床リモデル工事の売上を計上したことなどから、売
上高238億円余（前期比81.5％）、営業利益9億円余（同57.0％）と減収減益となりました。

その他
その他においては、情報処理サービス業の株式会社三越伊勢丹システム・ソリューションズ、物流業の株式会社三越伊勢丹

ビジネス・サポート、人材サービス業の株式会社三越伊勢丹ヒューマン・ソリューションズなどの営業支援機能を担うグループ
各社が生産性の高い業務基盤の構築に取り組みましたが、グループ各社の経費削減に伴う受託業務が減少しました。これによ
り、売上高は753億円余（前期比88.6％）、営業利益は16億円余（同76.4％）と減収減益となりました。

お客さまと接する機会の拡大に向け、グループの様々なMD・サービスを活用し、デイリーからハレの日まで、お客さまの消費スタ
イルにあった顧客接点を展開します。

小売・専門店業

不動産業・その他

事 業 概 況

イセタン ミラー
（ルミネ新宿店）

三越サテライト 春日部店

イセタン 羽田 ストア
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● 「企業理念」の実践を通じた「CSR」の考え方

定  義 めざす姿

グループ企業理念に基づき、社会の様々な課題に向きあい、
企業活動を通じてその解決に貢献することで、関わりのある
すべての人々のその先（未来）が豊かになる活動

グループ企業理念の実践を通じて、CSRの分野においても
世界随一の小売サービス業グループ

三越伊勢丹グループは、事業活動を通じてステークホルダーの皆さまにご理解・ご信頼をいただき、持続可能な社会の
実現に向け、一定の役割を果たすことが、社会に対する企業としての責任であると考えています。グループのCSR方針
は、「グループ企業理念の実践＝CSR活動」を基本的な考え方とし、次のように定めています。

三越伊勢丹グループは、「環境改善、品質・安全性、雇用・人材」という３つの分野に重点を置いてCSR活動に取り組んで
まいりました。昨年の東日本大震災以降、経済・社会環境、お客さまの価値観や考え方も多様化しています。今後はこの
３分野に加え、これまで以上に本業を通じた三越伊勢丹グループならではの「地域・社会貢献活動」を推進し、一つでも
多くの社会課題の解決を通して、ステークホルダーの皆さまの「こころが動く」（感動していただける）ようなCSR活動
を展開してまいります。

企業理念

倫理行動基準

品質・安全性
雇用・人材 環境改善

コンプライアンス

コーポレート
コミュニケーション

本業外の社会貢献
（慈善活動）
◆メセナなど

本業を通じた社会貢献

◆チャリティ
◆環境ビジネスなど

内部統制

コーポレートガバナンス リスクマネジメント

企業として絶対
果たさなければ
ならない責任

グループのCSR方針

本業を通じた「地域・社会貢献活動」

C S R
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JAPAN SENSES
「JAPAN SENSES」は、日本にしかない世界に誇れる日本の伝統・美意識や最先端の技術が宿る
モノ・コト・ヒトを、百貨店という「場」を通じて、お客さまとともに日本の力を再発見するキャンペーンです。
世界に通用する日本の良さを新しい価値として再認識していただくことで「日本を元気に」していくこと
を目的としています。三越と伊勢丹の事業会社統合を機に、三越伊勢丹グループとして年間を通じて
取り組んでまいりました。

2011年11月、京都の老舗ふ
ろしきメーカー、人気のアパレルブ
ランドのデザイナーとLOVE FOR 
NIPPON、伊勢丹がコラボレー
ションし、日本ならではの伝統アイ
テムふろしきの斬新なデザインや、
新しい使い方を発信するチャリ
ティイベントを開催しました。

■ 日本繁昌（大展覧会とチャリティ広告展）
2011年4月、「日本を元気にすることが百貨
店の役割」として、日本の輝かしい過去の広告と
新しい日本を代表するアーティストとのコラボ
レーションによって日本の文化を新しい視点でご
紹介しました。

■ ジャパンデニム（銀座ファッションウィーク）
世界のGINZAから「ファッションで銀座を、日
本を元気にしよう」をテーマに開催。2012年3
月に、高度な技術を誇り、世界で注目を集める
「ジャパンデニム」を銀座から発信しました。

■ 包んで、結んで、開いて。ふふふ、ふろしき祭

「日本を元気に」をテーマに展開してまいりました本業を通じた三越伊勢丹グループの新たな情報発信を
ご紹介いたします。

本業を通じた「地域・社会貢献活動」

「日本を元気に」

C S R

JAPAN SENSES（三越銀座店） 新しい価値の商品を紹介

「ふふふ、ふろしき祭」（伊勢丹新宿本店）

日本繁昌 ウィンドウ展覧会（伊勢丹新宿本店）

銀座ファッションウィーク（三越銀座店）
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KISS THE HEART（こどもたちの成長を支援する取り組み）
KISS THE HEARTは、アートを通じて復興支援を継続的に行うチャリティプログラムです。

参加アーティストの作品をチャリティオークションにて販売。その収益を「こども芸術の家プロジェク
ト」に寄付いたしました。

■ こども芸術の家プロジェクト支援
東日本大震災および原発事故の被
災地の子どもたちが、芸術する心（想
像力と創造力）を育み、次代を担う大人
になっていくことを願い、京都造形芸
術大学と東北芸術工科大学で行ってい
る共同プロジェクトです。両大学の共同
事業を「KISS THE HEARTアート
チャリティプログラム」により基幹3店
舗で今後3年間支援していきます。

被災地の再生（地域づくりへの貢献）

■ 三越石巻（小型店舗）の再開
三越石巻は、被災された石巻地区の皆さまのお役に立ち、地域

復興の一翼を担うため、2012年3月8日、立町商店街に新店舗
をオープンいたしました。地元で新たに採用した5人を加え、9人
のスタッフでお客さまをお迎えしています。
お客さまの未来が明るく元気になり、一日でも早く復興できる

ようお客さまの声を活かした品揃えに努め、ご満足いただけるよ
う取り組んでまいります。

■ 仙台三越
東日本大震災では仙台三越をはじめ、小型店舗、関係会社の店
舗も被災しました。そのようななかでメモリアルデーを設け、従業
員によるボランティア活動も実施いたしました。

被災地の再生を強く願い、被災地でお店を営業し、店舗に来て
いただくことで元気になっていただき、そしてお困りごとを少しでも解
決していきたいと考えています。

C S R

本業を通じた「地域・社会貢献活動」

チャリティ会場

三越銀座店

三越石巻

仙台三越 石巻：花ツツジのプランターを設置 石巻：幼稚園に玩具を寄贈

ウィンドウ
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■ エコロジー展
2011年6月3日～5日に第6回「エコロジー展 2011」を、
伊勢丹新宿本店屋上アイ・ガーデンで開催しました。アイ・ガー
デンの四季折々の生きものたちや、生きものと人とのつながり、
2010年度に行った三越伊勢丹グループの環境活動などをご
紹介しました。

■ メリーグリーンクリスマス
5回目となった2011年12月の「メリーグリーンクリス

マス ～クリスマスチャリティキャンペーン～」では、全国で
多くのお客さまのご理解とご賛同をいただき、チャリティ金
14,648,800円をグリーンサンタ基金に寄付しました。この
チャリティ金は、東日本大震災の被災地の子どもたちへのいす
や机など国産間伐材を使用した木材製品の寄贈などに役立て
られました。

■ 品質検査
三越伊勢丹グループの店舗においては、食をはじめとした、
安心安全を提供し、ご満足いただくために、自主点検を定期実
施し、不適品排除に取り組んでいます。一方、品質管理では、商
品検査を通して、三越伊勢丹の信頼を高めるよう取り組んでい
ます。

■ 三越伊勢丹ソレイユ
百貨店唯一の特例子会社で2004年9月に設立。主に知的障がい者の雇用を促進し、ギフトボックスの組み立てや伝票の分類など

の販売支援業務を担っています。

C S R

三越伊勢丹グループは、企業理念をもとに2009年4月に策定した「三越伊勢丹グループ環境方針」に基づき、持続
可能な社会の実現に向けて地球温暖化防止と環境保全のための施策を実施してまいります。

環境改善への取り組み

三越伊勢丹グループは、お客さまへ正しい知識をもって商品を提供し、安心してお求めいただけるよう常にお客さま
の立場に立った取り組みを推進しています。

品質・安全性への取り組み

三越伊勢丹グループは、従業員一人ひとりの活躍の場の拡大と人材の活性化を実現することで、お客さまにとって
なくてはならない「マイデパートメントストア」となれるように人材育成・雇用強化に努めています。

雇用・人材への取り組み

「エコロジー展 2011」
（伊勢丹新宿本店）

「おせち」の食品検査の様子
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三越伊勢丹グループはお客さま・従業員・株主・取組先・地域
社会といったステークホルダーと良好な関係を構築するとともに、
株主総会、取締役会、監査役会、会計監査人等、法律上の機
能制度を整備・強化し、経営機構改革と併せて、コーポレート・ガ
バナンス改革を推進しています。 また、企業の社会的責任を果

たすという観点から、企業活動の透明性を高め、コンプライアン
ス経営に徹するとともに、ステークホルダーの皆さまから信頼され
る企業グループをめざし、経営の意思決定の迅速化、経営監
督機能の強化、内部統制システムの充実などに、継続的に取り
組んでいます。

● コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方

全従業員が法令を遵守して職務を行う体制を構築していま
す。また、「取締役会規程」に則り月１回取締役会を定例開催
し、取締役間の意思疎通を図ることで、相互に業務執行を監
督し、法令定款違反行為を未然に防止しています。また、三越
伊勢丹ホールディングス管理本部にコンプライアンスに関する所
管部署・担当を設置し、内部統制・法令遵守体制の維持・向上
を図っています。さらに内部監査部門として独立した専門部署

を設置し、各部門と連携しながら業務遂行の適法性・妥当性な
どを監査しています。
そのほか、グループ全体を対象とする内部通報・相談窓口と

して、「三越伊勢丹グループホットライン」を設置し、従業員など
からの通報・相談に基づき、コンプライアンスの視点から、是正措
置・再発防止策を適時策定・推進しております。

● コンプライアンス

三越伊勢丹ホールディングスは、経営戦略会議メンバーを
中心とするリスクマネジメント委員会および事務局※を設置し、
グループ各社のリスクマネジメント部門と密接に連携をとりながら、
グループ全体のリスクマネジメントを行う体制を整えています。
また、リスクマネジメント基本方針および基本規程を定め、優先
的に対応すべきリスクを選定することで、それぞれ事前防止策
を策定・実施し、リスク発現の防止または最小化に努めています。
また緊急時・リスク発生時の対応として、迅速に対応できる社内

横断的な管理体制および情報連絡体制を整備するとともに、
優先順位の高いリスクに対しては具体的な対応計画をあらか
じめ策定し、全従業員に教育・訓練を行うことで、損害の拡大、
二次被害の防止・最小化、再発の防止に努めています。さらに
災害対策の具体的な取り組みとして、三越・伊勢丹各店での
気象庁の緊急地震速報の運用やグループ横断での新型イン
フルエンザ対策マニュアルの作成などを実施しています。

● リスクマネジメント

適正な財務報告を確保するための全社的な方針や手続き
を示したうえで、必要な組織、ルール等を整備し、適切な運用を
図り、重要な事項に誤りが発生することを防止する体制を整え
ています。また、独立的な評価部門として「内部監査室」を設
置し、業務活動のモニタリング結果の報告を受け、内部統制上
の問題が発見された場合は必要な是正措置をとっています。
さらに、事業年度末日を基準日とした評価は、財務報告の信

頼性に及ぼす重要性から必要な範囲を決定し、「全社的な内
部統制」および「業務プロセスに係る内部統制」の評価を一般
に公正妥当と見られる評価の基準に準拠し実施しました。その
結果、当社の財務報告に係る内部統制は有効であると判断し
ました。また、独立監査人からも財務報告に係る内部統制の評
価結果について適正であるとの意見表明を受けました。

● 財務報告に係る内部統制

三越伊勢丹ホールディングスは監査役会設置会社の形態を
とり、取締役会の諮問機関として社外取締役を中心に構成さ
れる指名報酬委員会を創設し、ガバナンスの透明性を確立して
います。さらに執行役員制度を採用し、業務執行の効率化・責
任の明確化を図るとともに意思決定の迅速化を図るため、経
営戦略会議を原則週1回開催しています。この会議では、グ
ループにおける経営資源の適切な配分と事業計画を審議して
います。

● 会社の機関および内部統制システムの整備状況

※三越伊勢丹ホールディングス管理本部

株主総会経営監督機構

業務執行機構

取締役会
監査役
監査役会

内部監査室

指名報酬委員会

各委員会

会長執行役員

社長執行役員

経営戦略会議

各部門
グループ内各社

コーポレート・ガバナンス

経 営 体 制
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代表取締役会長執行役員

代表取締役社長執行役員

取締役専務執行役員 兼
株式会社岩田屋三越 代表取締役社長執行役員 兼
営業本部長

取締役常務執行役員 管理本部長

取締役常務執行役員 経営戦略本部長

取締役執行役員 経営戦略本部経営企画部長

社外取締役
 
社外取締役

社外取締役

常勤監査役

常勤監査役
 
社外監査役

社外監査役

石　塚　邦　雄 

大 西 　 洋

太田垣　立　郎

赤 松 　 憲

杉　江　俊　彦

白　井　俊　徳

畔　柳　信　雄
 
宮　村　眞　平

池　田　守　男

髙　田　信　哉

小　島　浩　介
 
北　山　禎　介

飯　島　澄　雄

西　田　雅　一 

青　木　隆　一 

中　村　守　孝

武　藤　隆　明

和　田　秀　治

山　崎　茂　樹 

執行役員 経営戦略本部事業開発部長

執行役員 経営戦略本部海外事業部長

執行役員 経営戦略本部人事部長

執行役員 管理本部総務部長

執行役員 管理本部業務部長

執行役員 管理本部経理部長

株式会社三越伊勢丹ホールディングス

代表取締役会長執行役員

代表取締役社長執行役員

取締役専務執行役員 営業本部長

取締役常務執行役員 営業本部三越日本橋本店長 

取締役執行役員 経営企画部長

常勤監査役

常勤監査役

常務執行役員 営業本部伊勢丹新宿本店長

常務執行役員 営業本部MD統括部長

常務執行役員
営業本部MD統括部支店グループ統括部長

石　塚　邦　雄
 
大 西 　 洋
 
中　込　俊　彦
  
三　須　尚　紀
 
浦 田 　 努
 
卜　部　栄　明
 
西 山 　 茂
 
中 　 陽 次
  
竹 内 　 徹
  

松　尾　琢　哉 

安　達　辰　彦
  

黒　部　篤　志
  
瀧　野　良　夫
  
近　内　哲　也
  
大久保　利　治
 
横 山 　 淳
  
柳 　 正 明
  

山　下　隆　司
  

久保田　佳　也
  
高　山　政　登
 
早 川 　 徹
 
前 野 　 広

執行役員 営業本部三越銀座店長

執行役員
営業本部三越日本橋本店カスタマー営業統括部長

執行役員 営業本部伊勢丹立川店長
  
執行役員 営業本部営業政策部長
  
執行役員 営業本部MD統括部婦人雑貨統括部長 

執行役員 営業本部伊勢丹浦和店長
 
執行役員 営業本部MD統括部紳士統括部長

執行役員 営業本部MD統括部リビング統括部長 兼
IDS営業部長
  
執行役員 営業本部MD統括部婦人統括部長 兼
新宿特選宝飾時計営業部長
  
執行役員 営業本部MD統括部食品統括部長

執行役員 営業本部宣伝部長

執行役員 営業本部MD統括部MD戦略部長

株式会社三越伊勢丹

役員体制 （2012年6月25日現在）

経 営 体 制
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首都圏百貨店子会社
　◎伊勢丹
　●三越
　●●三越　専門館
■地域百貨店子会社

◆持分法適用関連会社

社
店舗
店舗
店舗
社15店舗

社2店舗

（株）三越伊勢丹

ラシック店、恵比寿店、多摩センター店、新宿アルタ館、サンシャインシティアルタ館、新潟アルタ館

1
6
3
6

10

1
合計12社32店舗（百貨店26店舗、専門館6店舗）

■（株）札幌丸井三越
　丸井今井札幌本店
　札幌三越

■（株）仙台三越

◎伊勢丹浦和店
◎伊勢丹新宿本店
● 新宿アルタ館

●三越日本橋本店

●三越銀座店
● 恵比寿店

◎伊勢丹松戸店

●三越
　千葉店

● サンシャインシティアルタ館

◎伊勢丹相模原店

◎伊勢丹
　府中店

● 多摩センター店

◎伊勢丹
　立川店

■（株）静岡伊勢丹

■（株）名古屋三越
　名古屋栄店
　星ヶ丘店
● ラシック店

◆（株）ジェイアール西日本伊勢丹
　ジェイアール京都伊勢丹
　JR大阪三越伊勢丹

■（株）高松三越

■（株）松山三越

■（株）広島三越

■（株）新潟三越伊勢丹
　新潟伊勢丹
　新潟三越
● 新潟アルタ館

■（株）岩田屋三越
　岩田屋本店
　岩田屋久留米店
　福岡三越

（株）三越伊勢丹
◎伊勢丹（6店舗）
●三越（3店舗）
● 三越 専門館（4店舗）

■（株）函館丸井今井

〈首都圏拡大図〉

国内店舗 （2012年4月1日現在）

コ ー ポ レ ート デ ー タ

（株）札幌丸井三越、（株）函館丸井今井、（株）仙台三越、（株）新潟三越伊勢丹、（株）静岡伊勢丹、
（株）名古屋三越、（株）広島三越、（株）高松三越、（株）松山三越、（株）岩田屋三越
（株）ジェイアール西日本伊勢丹
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アジア地区

欧州・米国

中国（瀋陽）
●瀋陽伊勢丹
■瀋陽伊勢丹百貨有限公司

タイ（バンコク）

台湾

中国（天津）
●天津伊勢丹
●天津伊勢丹2号店（2012年秋オープン予定）
■天津伊勢丹有限公司

中国（上海）
◎伊勢丹（中国）投資有限公司
●花園飯店（上海）三越
●上海梅龍鎮伊勢丹
◆三越上海事務所
■上海梅龍鎮伊勢丹百貨有限公司

マレーシア（クアラルンプール）
●クアラルンプール伊勢丹LOT10店
●クアラルンプール伊勢丹KLCC店
●クアラルンプール伊勢丹
　THE GARDENS店
●クアラルンプール伊勢丹ワンウータマ店
■イセタン オブ ジャパン Sdn.Bhd.

アメリカ
●オーランド三越
◆ニューヨーク駐在事務所
■米国三越INC.

フランス
◆パリ駐在事務所

イギリス
●ロンドン三越
■英国三越LTD.

イタリア
●ローマ三越
■三越伊勢丹イタリアS.r.l.
■イタリア三越S.p.A.

シンガポール
●シンガポール伊勢丹スコッツ店
●シンガポール伊勢丹オーチャード店
●シンガポール伊勢丹カトン店
●シンガポール伊勢丹タンピネス店
●シンガポール伊勢丹セラングーン店
★シンガポール伊勢丹マンゴブティック
■イセタン（シンガポール）Ltd.
■レキシム（シンガポール）Pte.Ltd.

中国（成都）
●成都伊勢丹
●成都伊勢丹2号店（2014年末オープン予定）
■成都伊勢丹百貨有限公司

◎…持株会社　●…店舗　★…海外店（専門店・ギフトショップ）　■…海外関係会社　◆…海外駐在事務所　○…その他　　*持分法適用関連会社

●バンコク伊勢丹
■イセタン（タイランド）Co.,Ltd.
■アイティーエム クローバー Co.,Ltd.*

●新光三越台北南西店一館
●新光三越台北南西店二館
●新光三越台北南西店三館
●新光三越台北駅前店
●新光三越台北信義新天地A11
●新光三越台北信義新天地A8
●新光三越台北信義新天地A9
●新光三越台北信義新天地A4
●新光三越台北天母店
●新光三越桃園大有店
●新光三越桃園駅前店
●新光三越新竹中華店
●新光三越台中中港店
●新光三越嘉義垂楊店
●新光三越台南中山店
●新光三越台南西門店
●新光三越高雄三多店
●新光三越高雄左営店（1号館、2号館）
■新光三越百貨股份有限公司*

A

B

G

H

C

D

E
F

H

A

B

G

D

E

I

K

J

L

F

C

I

I

J

K

L

海外店舗 （2012年4月1日現在）

コ ー ポ レ ート デ ー タ
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連結子会社 41社 9社*持分法適用関連会社

百貨店業

〈国内〉

（株）三越伊勢丹
〒160-0022
東京都新宿区新宿3-14-1
TEL：03-3352-1111

〈海外〉

（株）仙台三越
〒980-8543
宮城県仙台市青葉区一番町4-8-15
TEL：022-225-7111

（株）名古屋三越
〒460-8669
愛知県名古屋市中区栄3-5-1
TEL：052-252-1111

（株）広島三越
〒730-8545
広島県広島市中区胡町5-1
TEL：082-242-3111

（株）高松三越
〒760-8639
香川県高松市内町7-1
TEL：087-851-5151

（株）松山三越
〒790-8532
愛媛県松山市一番町3-1-1
TEL：089-945-3111

天津伊勢丹有限公司
中華人民共和国天津市和平区南京路 「現代城」
TEL：86-22-2722-1111

伊勢丹（中国）投資有限公司
中華人民共和国上海市南京西路1038号2109室

上海梅龍鎮伊勢丹百貨有限公司
中華人民共和国上海市南京西路1038号
TEL：86-21-6272-1111

成都伊勢丹百貨有限公司
中華人民共和国四川省成都市大科甲巷８号利都広場Ｂ座
TEL：86-28-8082-1111

瀋陽伊勢丹百貨有限公司
中華人民共和国遼寧省瀋陽市和平区太原北街84号
TEL：86-24-6250-1111

イセタン（シンガポール）Ltd.
593 Havelock Road #04-01 Isetan Office 
Bldg. Singapore 169641, Singapore
TEL：65-6732-8866

イセタン（タイランド）Co., Ltd.
4/1-4/2 Central World, Rajadamri Road, 
Pathumwan, Bangkok 10330, Thailand
TEL：66-2-255-9898

イセタン オブ ジャパン Sdn. Bhd.（マレーシア）
LOT 10 50 Jalan Sultan Lamail 50250 
Kuala Lumpur, Malaysia
TEL：60-3-2141-7777

米国三越 INC.
Suite 200, 7232 Sand Lake Road, Orlando, 
Florida 32819, U.S.A.
TEL：1-407-352-1986

中華民国台北市松高路19号7-9階
TEL：886-2-8789-5599

*新光三越百貨股份有限公司

4/1-4/2 Central World, Rajadamri Road, 
Pathuwan, Bangkok 10330, Thailand
TEL：66-2-255-9898

*アイティーエム　クローバー　Co., Ltd.

（株）静岡伊勢丹
〒420-0031
静岡県静岡市葵区呉服町1-7
TEL：054-251-2211

（株）新潟三越伊勢丹
〒950-0909
新潟県新潟市中央区八千代1-6-1
TEL：025-242-1111

（株）岩田屋三越
〒810-8680
福岡県福岡市中央区天神2-5-35
TEL：092-721-1111

（株）札幌丸井三越
〒060-0061
北海道札幌市中央区南一条西二丁目11番地
TEL：011-205-1151

（株）函館丸井今井
〒040-0011
北海道函館市本町32番15号
TEL：0138-32-1151

〒104-0061
東京都中央区銀座3-2-1
TEL：03-3567-0077

*（株）プランタン銀座

〒963-8004
福島県郡山市中町13-1
TEL：024-932-0001

*（株）うすい百貨店

〒600-8216
京都府京都市下京区烏丸通塩小路下ル東塩小路町901
TEL：075-352-1111

*（株）ジェイアール西日本伊勢丹

クレジット･金融･友の会業

（株）三越伊勢丹フードサービス
〒104-8570
東京都中央区豊海町3-16
TEL：03-3534-6500

（株）エムアイカード
〒160-0022
東京都新宿区新宿5-17-18
TEL：03-5273-6500

小売･専門店業

（株）マミーナ
〒160-0022
東京都新宿区新宿3-28-12
TEL：03-5360-3260

*セントレスタ（株）
〒154-8584
東京都世田谷区桜新町1-34-6
TEL：03-5707-8023

（株）エムアイ友の会
〒160-0021
東京都新宿区歌舞伎町2-44-1
TEL：03-6810-7470

（株）三越伊勢丹通信販売
〒136-0076
東京都江東区南砂2-36-11
TEL:03-5857-8550

三越伊勢丹グループ連結会社 （2012年3月31日現在）

コ ー ポ レ ート デ ー タ

25



不動産業

その他事業

（株）三越不動産
〒160-0022
東京都新宿区新宿5-17-18
TEL：03-6205-5208

（株）三越環境デザイン
〒144-0046
東京都大田区東六郷3-1-19
TEL：03-3736-3254

（株）伊勢丹会館
〒160-0022
東京都新宿区新宿3-15-17
TEL：03-3352-8711

（株）三越伊勢丹ビルマネジメント
〒160-0022
東京都新宿区新宿5-17-18
TEL：03-5273-5770

〈製造・輸出入等・卸売業〉 〈物流業〉

〈人材サービス業〉

〈情報処理サービス業〉

〈調査・研究委託業〉

〈映像制作〉

（株）三越伊勢丹研究所
〒160-0022
東京都新宿区新宿3-15-17
TEL：03-3225-1071

（株）伊勢丹スイング
〒160-0021
東京都新宿区歌舞伎町1-2-2
TEL：03-3207-2851

〒160-0022
東京都新宿区新宿2-19-12
TEL：03-5368-3411

*（株）JTB伊勢丹トラベル

（株）スタジオアルタ
〒160-0022
東京都新宿区新宿2-19-1
TEL：03-3350-1200

（株）レオテックス
〒135-8415
東京都江東区清澄1-3-2
TEL：03-3642-5121

レオドール商事（株）
〒160-0022
東京都新宿区新宿5-17-18
TEL：03-6810-7440

（株）レオマート
〒104-0055
東京都中央区豊海町3-16
TEL：03-3534-6813

（株）センチュリートレーディング
　　カンパニー
〒160-0022
東京都新宿区新宿5-17-11
TEL：03-3208-5881

イセタンミツコシ（イタリア）S. r. l.
Corso Venezia, 5 20121 Milano, Italy
TEL：39-02-76000070

レキシム（シンガポール）Pte. Ltd.
593 Havelock Road #04-01 Isetan Office 
Bldg. Singapore 169641, Singapore
TEL：65-6732-8866

〒160-0021
東京都新宿区歌舞伎町1-2-2
TEL：03-3354-6111

*新宿サブナード（株）

（株）三越伊勢丹ビジネス・サポート
〒160-0022
東京都新宿区新宿5-11-22
TEL：03-6810-7411

（株）三越伊勢丹ヒューマン・ソリューションズ
〒160-0022
東京都新宿区新宿5-16-10
TEL：03-3225-0626

（株）三越伊勢丹システム・ソリューションズ
〒161-0031
東京都新宿区西落合2-18-20
TEL：03-5996-5112

〈スポーツ施設運営〉

〈旅行業〉

〒100-0004
東京都千代田区大手町2-6-2
TEL：03-3274-7030

*（株）三越環境ビル管理

コ ー ポ レ ート デ ー タ
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■■東急百貨店と業務提携。

■岩田屋・連結子会社化。
　名鉄百貨店と業務提携。

■新館完成により
　「三越日本橋本店」
　グランドオープン。

■本店「メンズ館」
　リモデルオープン。

■天津伊勢丹オープン。

■業界初のパーキングビル完成。

■本店「男の新館」オープン。

■シンガポール
　伊勢丹オープン
　（海外1号店）。

■「株式会社伊勢丹」設立。
■新宿に本店オープン。

■美術部創設（百貨店業界初）。
■日本橋本店ルネッサンス式5階建新館落成。
■ライオン像、日本初のエスカレーターを設置。
■三越ホール（現三越劇場）開設。
　日本初のファッションショーを開催。
■商号を「株式会社三越」と改める。
■銀座店開店。
■地下鉄「三越前」駅 開業、
　日本橋本店地下売場と直結。

■新光三越1号店が台北に開店。

■三井高利が江戸本町一丁目に呉服店「越後屋」を創業。
　当時の商習慣になかった「店前現金売り」
　「小裂いかほどにても売ります」
　のスローガンを掲げた。

■「株式会社三越呉服店」設立。
　「デパートメントストア宣言」を行い、
　日本初の百貨店となる。

■小菅丹治が神田旅籠町に
　「伊勢屋丹治呉服店」を創業。

■1754年創業
　1764年屋号を「岩田屋」とする。

■1872年開店
　1874年屋号を掲げる。

1673年

1886年

1904年

1907年

1914年

1927年

1928年

1930年

1932年

1933年

1960年

1968年

1972年

1991年

1993年

2003年

2004年

2005年

2007年

■三越・伊勢丹の経営統合により、
　三越伊勢丹ホールディングス設立（4月1日）
■三越銀座店増床リモデルオープン（9月）

■首都圏事業会社
　「（株）三越伊勢丹」
　設立（4月）

■JR大阪三越伊勢丹
　オープン（5月）

歴　史
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2010年
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会 社 名
本 社
設 立
事 業 内 容

資 本 金
連結売上高

株式会社三越伊勢丹ホールディングス
〒160-0022　東京都新宿区新宿五丁目16番10号
2008年4月1日
百貨店業等の事業を行う子会社およびグループ会社の
経営計画管理ならびにそれに附帯または関連する事業
501億円
1兆2,399億円（2012年3月期）

：
：
：
：

：
：

〈会社概要〉

発行可能株式総数
発行済株式の総数
上場証券取引所
株主名簿管理人

15億株
3億9,475万1,494株
東京証券取引所市場第一部、福岡証券取引所
三菱UFJ信託銀行株式会社
〒100-8212
東京都千代田区丸の内一丁目4番5号

：
：
：
：

〈株式の状況〉

会社概要・株式の状況 （2012年3月31日現在）

コ ー ポ レ ート デ ー タ
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三越伊勢丹グループは、三越・伊勢丹の強みを合わせるだけでなく、異なる

発想と価値観を掛け合わせることで、お客さま満足の最大化を実現し、

お客さまにとってなくてはならない「マイデパートメントストア」をめざします。

「向きあって、その先へ。」－三越伊勢丹グループに関わるすべての人々と

真摯に向きあうことから私たちの明日は始まります。

向きあって、その先へ。

Annual Report 2012
発行　2012年9月／株式会社 三越伊勢丹ホールディングス

管理本部 総務部 コーポレートコミュニケーション担当




